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挨拶を述べる波多野会長 

建
議
の
実
現
へ
向
け
東
京
都
へ
要
請 

大
会
要
望
の
施
策
反
映
に
向
け
国
へ
要
請 

東
京
都
農
業
会
議

産形都農水部長(左から２人目)に建議書を手渡す 

波多野会長と榛澤・阿川両副会長      ・ 

あ

ぜ

み 

ち 

７
月
は
第
20
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
で
す

    

都
農
業
会
議
は
、
５
月
９
日
に

区
市
町
村
主
管
課
長
、
農
業
委
員

会
長
78
人
の
出
席
を
得
て
、
賛
助

員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

協
議
で
は
、
平
成
20
年
度
の
農

業
会
議
の
事
業
推
進
計
画
を
説
明

し
、
引
き
続
き
協
力
を
得
て
進
め

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
と
の
具
体
的
な
提

携
活
動
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
農

業
委
員
統
一
選
挙
を
迎
え
る
こ
と 

   

か
ら
、
３
年
間
の
総
括
と
計
画
策

定
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
引
き
続
き
積
極
的

に
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
都
市
農
業
を
め
ぐ
る
動
向
」
と

「
農
地
を
め
ぐ
る
情
勢
」
に
つ
い

て
説
明
を
し
、
今
後
、
大
き
な
動

き
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
適
切

な
対
応
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
東
京
都
が
発
表
し
た
「
農

業･

農
地
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、

内
田
都
農
業
基
盤
整
備
担
当
課
長

が
説
明
を
し
た
ほ
か
、
都
市
農
地

へ
の
建
物
に
よ
る
影
響
を
調
査
・

分
析
し
た
「
農
地
規
模
・
形
状
・

建
物
高
別
日
影
比
較
表
」
に
つ
い

て
工
学
院
大
学
の
東
正
則
教
授
か

ら
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

     

東
京
都
農
業
会

議
は
こ
の
ほ
ど
、

東
京
都
の
農
業
施

策
に
関
す
る
建
議

を
行
い
ま
し
た
。 

 

波
多
野
会
長
と
榛
澤
・
阿
川
両

副
会
長
が
、
産
形
農
林
水
産
部
長

に
３
月
の
総
会
で
決
定
し
た
建
議

を
手
渡
し
ま
し
た
。
（
写
真
） 

 

建
議
の
内
容
は
東
京
の
農
業
・

農
地
の
保
全
に
対
す
る
支
援
施
策

な
ど
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

産
形
部
長
は
「
東
京
農
業
の
強

み
を
い
か
す
よ
う
な
農
業
振
興
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
続
い
て
農
林
水
産
省
農

村
振
興
局
と
国
土
交
通
省
都
市
・ 

   

全
国
で
半
数
を
超
え
る
農
業
委

員
会
が
本
年
７
月
19
日
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
７
月

６
日
（
日
）
に
「
第
20
回
農
業
委

員
統
一
選
挙
」
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。（
総
務
省
・
農
林

水
産
省
発
表
） 

 

都
内
に
お
い
て
も
、
45
区
市
町

村
の
う
ち
31
区
市
町
村
の
農
業

委
員
会
に
て
改
選
を
迎
え
ま
す
。 

              

地
域
整
備
局
を
訪
問
し
、
２
月
の

東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会

で
決
定
し
た
「
東
京
農
業
の
確
立

に
関
す
る
要
望
」
と
「
都
市
農
地

保
全
等
に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い

て
、
国
の
施
策
に
反
映
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。 

   

こ
の
選
挙
は
、
農
地
制
度
の
見

直
し
が
制
度
改
正
を
踏
ま
え
議
論

さ
れ
る
な
か
、
優
良
農
地
の
確
保

や
流
動
化
の
促
進
、
制
度
対
象
農

地
の
保
全
と
管
理
の
徹
底
、
担
い

手
の
育
成
な
ど
地
域
農
業
の
振
興

に
重
要
な
役
割
を
担
う
農
業
委
員

を
選
出
す
る
も
の
で
す
。 

 
「
行
動
す
る
農
業
委
員
活
動
」

が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

都
市
地
域
の
農
業
は
、
直
接

消
費
者
に
多
く
の
情
報
を
提

供
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ

て
い
る
▼
国
際
農
業
交
渉
は

直
接
影
響
が
見
え
て
こ
な
い

た
め
関
心
が
低
く
、
決
着
し
て

か
ら
じ
わ
じ
わ
と
そ
の
影
響

が
出
は
じ
め
、
日
本
の
食
料
・

農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
▼
日
本
の
食
料
自
給

率
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
で
40

％
を
45

％
に

上
昇
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
の
、
現
実
は
39
％
と
下

落
し
て
い
る
▼
一
方
、こ
れ
ま

で
輸
出
国
だ
っ
た
中
国
・
ブ
ラ

ジ
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
13
カ

国
で
穀
物
の
輸
出
制
限
を
行

っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

で
は
食
料
の
安
全
保
障
が
大

き
な
議
題
と
な
っ
て
い
る
▼

農
林
水
産
省
が
「
自
給
率
」
よ

り
も
「
自
給
力
」
を
唱
え
は
じ

め
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
▼
農
地
政
策
の
抜
本

的
見
直
し
が
検
討
さ
れ
る
な

か
、
地
域
農
業
が
継
続
し
う
る

制
度
や
価
格
水
準
等
環
境
整

備
の
必
要
性
を
国
民
に
強
く

訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
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平
成
20
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
協
議 

 
東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会
開
く
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杉本グリーンファームで・ 
洋らんの販売状況など聞く 

     

平
成
20
年
度
の
東
京
都
の
農

業
関
連
施
策
に
つ
い
て
は
、
農
業

費
総
額
35
億
１
千
万
円
お
よ
び

緑
化
推
進
費
総
額
３
億
１
百
万
円

を
予
算
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
対
応
す
べ
く
、
４
つ
の
柱
に
よ

り
施
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い
ま

す
。 

１
．
発
想
豊
か
な
後
継
者
の
育

成
・
支
援
と
新
た
な
担
い
手
・

人
材
の
確
保 

（
課
題
）
農
家
数
の
減
少
と
担
い

手
の
高
齢
化
／
体
系
的
な
都
市
農

業
後
継
者
の
確
保
育
／
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
効
果
的
活
用 

（
施
策
）
農
業
後
継
者
育
成
対
策 

／
農
業
金
融
／
都
市
農
業
総
合
対

策
（
都
市
農
業
実
態
調
査
な
ど
） 

２
．
都
民
の
農
業
へ
の
理
解
の
促

進
と
都
市
農
地
の
積
極
的
保
全 

（
課
題
）
農
地
の
減
少
と
遊
休
化

／
農
業
・
農
地
の
多
面
的
機
能
の

理
解
促
進
／
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
／
都
市
農
地
関
連
制
度
の
改

善
／
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
減
少

（
施
策
）
農
地
と
担
い
手
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
／
都
民
の
暮
ら
し
が
潤

う
東
京
農
業
の
推
進
／
苗
木
の
生

産
供
給
ほ
か 

農
作
物
生
産
状
況
調
査
（
新
規
） 

 

農
林
水
産
省
は
、
平
成
18
年
度

ま
で
は
、
毎
年
、
農
作
物
に
関
す 

    

る
区
市
町
村
ご
と
の
作
付
面
積
・

生
産
量
な
ど
を
調
査
し
、
公
表
し

て
き
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、

原
則
、
調
査
を
中
止
す
る
こ
と
と

し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
業
振
興

を
図
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
基
礎

デ
ー
タ
の
把
握
が
で
き
な
く
な
り
、

今
後
の
農
業
政
策
の
構
築
や
気
象

災
害
時
の
対
策
、
流
通
支
援
や
補

助
事
業
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を

都
独
自
で
収
集
・
構
築
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
と
区
市
町
村
が
主
体

と
な
り
、
都
農
業
会
議
に
委
託
を

し
、
農
作
物
生
産
状
況
調
査
を
実

施
す
る
。 

３
．
都
市
の
優
位
性
を
発
揮
し
た

新
し
い
農
業
経
営
の
育
成 

(

課
題)

農
畜
産
物
価
格
の
低
迷
に 

     

東
京
都
議
会
は
、
３
月
28
日
に

内
閣
総
理
大
臣
・
衆
参
議
長
・
関

係
大
臣
宛
「
農
業
の
振
興
と
食
料

自
給
率
の
向
上
に
関
す
る
意
見

書
」
お
よ
び
「
農
林
水
産
業
に
お

け
る
原
油
価
格
高
騰
対
策
に
関
す

る
意
見
書
」
を
採
択
し
、
提
出
し 

よ
る
農
業
収
益
の
減
少
／
収
益
性

の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
開
発

／
安
全
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
の
安

定
的
な
供
給
／
地
域
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
の
推
進
／
農
業
経
営
と

し
て
の
体
験
農
園
等
の
整
備
支
援 

（
施
策
）
魅
力
あ
る
都
市
農
業
育

成
対
策
事
業
／
畜
産
振
興
総
合
対

策
／
農
林
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
事

業
と
運
営
／
野
菜
供
給
確
保
事
業

／
農
薬
適
正
指
導
強
化
事
業
／
農

作
物
獣
害
防
止
対
策
事
業
／
食
育

の
推
進
／
環
境
と
調
和
し
た
農
業

の
推
進
／
農
業
・
農
地
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
（
体
験
農
園
整

備
な
ど
）
／
新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
展
開
よ
る
都
市
緑
化
の
推
進

（
新
規
）
／
関
東
東
海
花
の
展
覧

会
（
新
規
） 

４
．
農
業
振
興
地
域
等
の
農
業
経

営
の
育
成 

（
施
策
）
経
営
構
造
対
策
／
山
村

振
興
特
別
対
策
／
土
地
改
良
事
業 

    

ま
し
た
。 

 

意
見
書
で
は
、
食
料
自
給
率
向

上
に
必
要
な
施
策
、
農
地
の
遊
休

化
の
防
止
と
都
市
農
地
の
保
全
、

「
食
の
安
全
」
、
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
農
林
水
産
業
へ
の
影
響
の
緩

和
措
置
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。 

  

第
１
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20

年
４
月
17

日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

説
明 

 

都
農
業
振
興
課
武
田
課
長
が

「
平
成
20
年
度
東
京
都
農
政
施

策
の
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
。 

議
事 

 

農
地
法
４
条
・
５
条
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
４
条
２
件
１
０
９
３

㎡
、
５
条
５
件
３
０
６
１
㎡
を
審

議
し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨

決
定
し
た
。 

協
議 

 

①
第
48
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
要
綱
と
第
27
回
農
業

後
継
者
顕
彰
事
業
要
綱
を
決
定

し
た
。
②
認
定
農
業
者
制
度
の
推

進
と
東
京
意
見
に
つ
い
て
協
議

し
全
国
農
業
会
議
所
に
提
出
す

る
こ
と
と
し
た
。
③
平
成
20
年

度
農
委
会
組
織
・
活
動
検
討
委
員

会
を
本
年
度
も
引
き
続
き
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
は
、
平
成

20
年
度
全
国
農
委
会
長
大
会
の

概
要
お
よ
び
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
円
滑
な
推
進
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
。 

  

第
２
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20

年
５
月
16

日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

議
事 

 

農
地
法
４
条
・
５
条
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
４
条
１
件
３
８
７

㎡
、
５
条
５
件
７
７
０
５
㎡
に
つ

い
て
審
議
を
し
、
許
可
相
当
と
答

申
す
る
旨
決
定
し
た
。 

協
議 

 

平
成
21
年
度
税
制
改
正
要
望

に
関
す
る
東
京
意
見
を
協
議
し
、

全
国
農
業
会
議
所
に
提
出
す
る

こ
と
と
し
た
。 

現
地
研
究 

 

あ
き
る
野
市
の
①
秋
川
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
、
②
杉
本
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
洋
蘭
販
売
）

③
「
瀬
音
の
湯
」
の
物
産
直
売
所

「
朝
露
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
究
し
た
。 

４
つ
の
柱
に
よ
り
施
策
展
開 

 

新
規
事
業
に
農
作
物
生
産
状
況
調
査
な
ど 

平
成
20
年
度
東
京
都
農
業
関
連
施
策
・
予
算

｢

農
業
の
振
興
と
食
料
自
給
率
の
向
上
に
関
す
る
意
見
書｣ 

｢

農
林
水
産
業
に
お
け
る
原
油
価
格
高
騰
対
策
に
関
す
る
意
見
書｣

を
提
出 

東
京
都
議
会

常 

任 

会 

議 

員 

会 

議 

だ 

よ 

り 
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「
今
後
の
農
地
政
策
の
展
開
方
向
等 

 
 

 
 

に
関
す
る
組
織
検
討
と
意
見
集
約
」
を
提
出 

 

東
京
都
農
業
会
議

都
内
農
業
委
員
会

 

農
業
者
年
金
制
度
の
加
入
推
進
を
！

 

都
内
の
認
定
農
業
者
が
約
１
１
０
０
人
に
！ 

制
度
を
経
営
見
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
に 

重
要
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動 

農
委
法
・
農
地
法
・
猶
予
制
度
・
生
緑
法
な
ど 

 
 

 
 
 

農
業
委
員
会
職
員
を
対
象
に
研
修
会
開
く 

 

東
京
都
農
業
会
議 

     

全
国
農
業
会
議
所
は
、
平
成
19

年
11
月
６
日
に
農
水
省
が
「
農
地

政
策
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」
を

公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
全
国

の
農
業
委
員
会
お
よ
び
農
業
会
議

に
「
今
後
の
農
地
政
策
の
展
開
方

向
等
に
関
す
る
組
織
検
討
と
意
見

集
約
」
を
依
頼
し
ま
し
た
。 

 

都
内
で
は
、
39
区
市
町
村
農
業

委
員
会
が
意
見
を
提
出
し
た
ほ
か
、

都
農
業
会
議
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
全
国
農
業

会
議
所
へ
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

農
地
の
貸
借
の
権
利
移
動
規
制
の

緩
和
に
つ
い
て 

 

農
地
の
所
有
権
と
利
用
権
の
規

制
を
切
り
離
す
こ
と
は
、
農
地
法

の
根
幹
を
覆
す
こ
と
で
あ
る
。 

 

利
用
権
の
規
制
を
緩
和
し
一
般

法
人
の
参
入
を
認
め
た
場
合
は
、

農
業
的
な
利
用
以
外
の
目
的
で
権

利
取
得
さ
れ
る
こ
と
や
、
本
来
、

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業

者
ま
た
新
規
就
農
者
な
ど
に
集
積

す
べ
き
優
良
農
地
の
利
用
権
が
、

経
済
的
に
競
争
力
の
あ
る
一
般
法

人
に
取
得
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

懸
念
さ
れ
、
日
本
農
業
は
ま
す
ま

す
脆
弱
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。 

    

長
期
間
（
20
年
以
上
）
の
貸
借
が

可
能
と
な
る
措
置
の
必
要
性
に
つ

い
て 

 

あ
ま
り
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
な

い
。 

標
準
小
作
料
の
廃
止
に
つ
い
て 

 

農
地
の
貸
借
は
、
経
済
行
為
の
影

響
を
大
き
く
受
け
る
べ
き
も
の
で
な

く
、
認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
な

ど
に
優
良
農
地
を
流
動
化
す
る
よ
う

な
政
策
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。 

   

 

農
業
者
年
金
は
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立

方
式
の
公
的
年
金
で
す
。 

 

支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除
と
な
る
な
ど
節
税

効
果
が
高
い
年
金
制
度
で
す
。 

 

保
険
料
は
、
月
２
万
円
～
６
万

７
千
円
ま
で
１
千
円
単
位
で
自

由
に
選
択
で
き
、
50
才
代
（
60

才
未
満
）
ま
で
加
入
で
き
る
終
身

年
金
で
す
。 

 

年
金
は
保
険
料
を
１
ヶ
月
で

も
納
め
れ
ば
必
ず
受
給
で
き
ま

す
。
（
ま
た
は
死
亡
一
時
金
が
必 

農
地
の
面
的
集
積
を
促
進
す
る
仕

組
み
の
展
開
に
つ
い
て 

 

情
報
機
能
を
有
す
る
公
的
機
関

で
あ
る
農
業
委
員
会
の
役
割
は
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
重
視

す
べ
き
で
あ
る
。 

農
地
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

つ
い
て 

 

情
報
の
公
開
に
よ
っ
て
農
地
の

貸
借
が
円
滑
に
な
る
と
は
考
え
ず

ら
く
、
か
え
っ
て
現
場
の
混
乱
を

招
く
恐
れ
が
大
き
い
と
考
え
る
。 

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
に
つ
い
て 

 

耕
作
放
棄
地
面
積
の
数
値
が
ひ 

   

ず
受
給
で
き
ま
す
） 

 

こ
の
よ
う
に
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
農
業

委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
広
く
制

度
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
担
当

と
な
る
加
入
推
進
員
を
設
置
い

た
だ
き
、
加
入
推
進
に
お
取
り
組

み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

現
況
届
を
忘
れ
ず
に 

 

受
給
者
の
皆
さ
ま
は
、
６
月
中

に
忘
れ
ず
に
現
況
届
を
農
業
委

員
会
へ
お
届
け
下
さ
い
。 

と
り
歩
き
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
国
と
し
て
保
全
す
べ
き
農
地

の
規
模
や
あ
り
か
た
を
提
示
し
、 

    

本
年
４
月
末
で
、
都
内
全
体
で

の
認
定
農
業
者
は
、
約
１
１
０
０

人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
農
産
物
価
格
が
低
迷

し
、
生
産
コ
ス
ト
が
増
大
し
て
い

ま
す
。 

 

認
定
農
業
者
制
度
に
は
「
あ
ま

り
メ
リ
ッ
ト
」
が
な
い
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
時
こ
そ
、
農
業
経
営
の
目
標

と
目
的
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
一
手
を
講
じ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
そ
の
点
で
、
認
定 

    

都
農
業
会
議
は
、
農
委
会
職
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
制
度
研
修
会

開
き
ま
し
た
。 

 

４
月
18
日
に
は
、
農
委
会
職
員

研
修
会
を
開
き
、
①
地
域
農
業
の

振
興
と
農
委
会
の
役
割
、
②
農
委

会
法
の
概
要
、
③
農
地
法
の
概
要

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 
４
月
25
日
に
は
、
生
産
緑
地

法
・
相
続
税
等
納
税
猶
予
制
度
基

礎
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。 

遊
休
農
地
の
状
況
の
分
類
ご
と
に
、

き
め
細
か
い
政
策
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

   

農
業
者
制
度
は
経
営
を
見
直
す
チ

ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。 

 

都
内
で
は
、
区
市
町
村
を
は
じ

め
農
業
委
員
会
で
は
先
導
役
と
し

て
、
制
度
の
趣
旨
や
目
的
な
ど
を

農
業
者
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
さ
ら
に
認
定
農
業
者
制

度
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
事
業
の
創
設
や

研
修
会
の
開
催
、
的
確
な
情
報
の

提
供
や
経
営
相
談
会
の
実
施
な
ど

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。 

    

生
緑
法
で
は
制
度
の
概
要
と
農

委
会
の
証
明
事
務
、
区
市
の
追
加

指
定
の
状
況
や
農
委
会
の
役
割
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
猶
予
制
度

で
は
、
制
度
の
概
要
と
農
委
会
の

証
明
事
務
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
さ
ら
に
制
度
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
両
制
度
に
つ
い
て

は
、
農
委
会
職
員
を
対
象
と
し
て

引
き
続
き
研
究
会
を
開
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。 
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平
成
20
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定 

事
業
の
積
極
的
展
開
・
農
園
倶
楽
部
の
組
織
化
な
ど
計
画

東
京
都
農
業
体
験
農
園
園
主
会
通
常
総
会
開
く

 

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！

 

都
内
７
市
の
農
業
委
員
会
が
情
報
活
動
表
彰 

 
 
 

「
小
平
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
全
農
新
聞
賞 

 

平
成
20
年
度
全
国
情
報
会
議 

情報活動の部で代表受賞する 
岩澤泰宏日野市農委会長 ・ 

     

都
農
業
体
験
農
園
園
主
会
は
、

５
月
13
日
に
、
中
野
区
に
て
平
成

20
年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し

た
。 

     

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
は
５
月
14
日
に
南
新
宿
ビ
ル

に
て
平
成
20
年
度
通
常
総
会
を

開
き
ま
し
た
。 

 

通
常
総
会
は
、
国
分
寺
市
の
加

藤
美
智
子
氏
が
議
長
に
就
任
し
進

め
ら
れ
、
①
平
成
19
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
②
平
成
20
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
戸
井
田
喜
一
氏
（
府
中
市
）

が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

選
任
さ
れ
た
役
員
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

会
長
＝
戸
井
田
喜
一
（
府
中
市
）

▼
副
会
長
＝
長
谷
川
澄
雄
（
足
立

区
）
松
尾
勇
（
日
の
出
町
）
中
村

元
幸
（
多
摩
市
）
▼
理
事
＝
岡
田

茂
（
板
橋
区
）
中
島
静
樹
（
羽
村 

     

総
会
で
は
、
平
成
19
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
お
よ
び
平
成
20
年

度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
決

定
し
た
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う 

    
市
）
梅
澤
重
明
（
八
王
子
市
）
秋

山
隆
（
東
村
山
市
）
佐
々
木
昭
（
八

丈
町
）
北
沢
俊
春
（
農
業
会
議
）

▼
監
事
＝
石
田
昭
男
（
稲
城
市
）

新
海
紀
代
美
（
立
川
市
） 

   

 

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
委
員

会
系
統
の
情
報
紙
と
し
て
、
創

刊
以
来
、
週
刊
紙
の
利
点
を
い

か
し
、
農
政
の
動
き
を
は
じ
め

技
術
や
農
業
税
制
の
解
説
や
地

域
の
話
題
な
ど
的
確
で
身
近
な

情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

様
々
な
情
報
が
氾
濫
す
る
な

か
で
必
要
な
情
報
を
正
確
に
収

集
し
、
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、

地
域
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農 

役
員
改
選
を
行
い
、
全
役
員
の
留

任
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
平
成
20
年
度
は
、
農
水
省

の
行
う
農
業
体
験
農
園
の
普
及
事

業
の
２
年
目
に
あ
た
り
、
ま
す
ま

す
活
発
な
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
入
園
者
を
「
地
域
農
業
を
守

る
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
組
織
化

（
農
園
倶
楽
部
）
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

 

役
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

敬
称
略) 

会 

長 

加
藤
義
松(

練
馬
区) 

副
会
長 

杉
崎
忠
雄(

調
布
市) 

副
会
長 

小
町
竹
男(

東
村
山
市) 

副
会
長 

渡
辺
郁
夫 

 
 
 
 
 
(

千
葉
県
松
戸
市) 

監 

事 

石
川
公
雄(

町
田
市) 

監 

事 

冨
岡
誠
一(

西
東
京
市) 

   

業
委
員
会
の
大
き
な
役
割
の
ひ

と
つ
で
す
。 

 
本
年
度
も
、
８
～
10
月
の
３

ヶ
月
間
を
「
全
国
農
業
新
聞
普

及
月
間
」
と
し
て
「
農
地
管
理
・

流
動
化
推
進
月
間
」
と
併
せ
て

設
定
し
、
農
業
委
員
ひ
と
り
あ

た
り
１
部
以
上
の
購
読
普
及
に

取
り
組
む
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

(

週
４
回
発
行･

年
７
２
０
０
円) 

    

全
国
情
報
会
議
が
４
月
９
日
に

開
か
れ
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及

に
功
績
の
あ
っ
た
農
委
会
な
ど
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

都
内
の
農
委
会
で
は
、
青
梅

市
・
日
野
市
・
立
川
市
・
小
金
井

市
・
東
村
山
市
・
狛
江
市
・
清
瀬

市
の
７
市
が
表
彰
を
受
け
、
日
野

市
の
岩
澤
泰
宏
会
長
が
東
京
都
の

総
代
と
し
て
代
表
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
農
家
戸
数
対
比
普
及
率

の
部
で
全
国
１
位
に
輝
い
た
立
川

市
農
委
会
は
、
今
年
は
僅
差
で
全

国
２
位
と
な
り
、
引
き
続
き
特
別

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
第
14
回
「
農
委
会
だ
よ

り
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
小

平
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
全

国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

  
 

 
 

37
年
間
に
わ
た
り
農
業

会
議
で
主
に
総
務
に
携
わ
っ

た
前
事
務
局
次
長
兼
総
務
部

長
の
権
藤
綾
子
氏
が
３
月
末

で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

４
月
か
ら
は
参
与
に
就
任

し
、
引
き
続
き
再
雇
用
と
し
て

総
務
部
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

                

6･

3

（火） 

農
年
金
担
当
者
会
議 

6･

17

（火） 

第
３
回
常
任
会
議 

6･

18

（火） 

広
報
研
究
会 

6･

20

（金） 

都
ク
ラ
ブ
総
会 

6･

24

（火） 

生
緑
法
制
度
研
究
会 

6･

27

（金） 

監
査
会 

7･

1

（火） 

職
員
現
地
研
究
会 

７･

9

（水） 

シ
ス
テ
ム
研 

７･

17

（木） 

第
４
回
常
任
会
議 

夏
季
地
区
別
検
討
会 

6･

9

（月） 

区
内
地
区 

6･

10

（火） 

南
多
摩
地
区 

6･

11

（水） 

北
多
摩
北
部
地
区 

6･

12

（木） 

北
多
摩
南
部
地
区 

6･

13

（金） 

北
多
摩
西
部
地
区 

6･

16

（月） 

西
多
摩
地
区 

平
成
20
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定 

新
会
長
に
戸
井
田
喜
一
氏(

府
中
市)

ほ
か
新
役
員
を
選
任

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

お
知
ら
せ


